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22 2nnn ≦ であるから、 2nsn  は①を満たす平方数の 1つである。 

 

ここで、 2)1(122)1( 2222  nnnnn である。 

2,1n のとき 02)1( 22  nn  22 )1(2  nn  

したがって、 2)1( nsn ≧ のとき、①は任意の nについて成立しない。 

また、 2≧n のとき、
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 nnnnn である。 

2n のとき 0)1( 2  nn  nn  2)1(  

したがって、 2)1( nsn ≦ のとき、①は任意の nについて成立しない。 

 

以上により 2nsn   (証明終) 
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2≧n のとき 12)1( 22
1   nnnss nn であるから、 12  nan であり、 nan 21 ≦≦ を満たす。 

)1(12 nkkak ≦≦ を示す。このとき nak 21 ≦≦ は成立。 
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)2()1()12( ≦≦  確かに条件を満たす。 

1n のとき 11 as  は平方数であり、 21 1≦≦a より 111  as  1n でも成立。 

 

以上により )1(12 nkkak ≦≦  ……(答) 


